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埼玉県新井堀の内遺跡における埋蔵銭

上野真由美

要旨　新井堀の内遺跡の発掘調査において、４基の埋蔵銭（註１）が埋設されたと考えられる遺
構を検出した。そのうち第３号埋蔵銭は、埋設された当時の状態のまま検出された。全国から
検出された埋蔵銭は、偶発的に発見される例が多い。今回検出された埋蔵銭は、中世の館内に
埋設されたと確定できたもので、その埋設状況を知ることの出来る貴重な発見であった。ここで
は、報告書刊行後に改めて、遺構と遺物について考察し、その銭貨量や埋設時期について考える。

はじめに

　埼玉県蓮田市黒浜に所在する新井堀の内遺跡

は、中世の館跡として知られていた。平成29年

度に初めて発掘調査が行われ、堀跡など中世の遺

構が検出された。なかでも、埋設当時のままの状

態で検出された埋蔵銭は、国内でも貴重な発見と

なった。

　ここでは、検出された埋蔵銭に関連する遺構や

遺物についてまとめ、第３号埋蔵銭について時代

背景や埋設時期について検討していく。

１　新井堀の内遺跡の概要

　遺跡は、埼玉県蓮田市黒浜に所在する。西側に

元荒川左岸が面する標高約15ｍの黒浜・白岡支

台に立地している。

　古くから中世館跡として知られており、周辺に

も数多くの館跡が分布している（第１図）。遺跡

は古くから周囲に堀が巡らされていたと伝えら

れ、「堀の内」と呼ばれていたとされている。埼

玉県教育委員会の中世城館跡調査においては、馬

場堀の内館跡として報告されている（埼玉県教育

委員会1988）。

　遺跡は、小さな谷が複雑に入り込む地形を利用

しており、北側の谷は天然の堀の役割を果たして

いたと考えられている（第２図）。その北側の谷

によって、方形に台地が作り出されており、その

内側の平坦部分が遺跡の範囲と想定されていた。

南北方向約200ｍ、東西方向約125～ 150ｍ

の方形の範囲である。

　遺跡の南側に谷などの低地はなく、区画する堀

跡が検出される可能性がある。北側には林地が残

り、土塁状の高まりや、溝状の凹みが部分的に見ら

れ、曲輪などが存在したと推定される。また、谷を

挟んだ西側の宿下遺跡から堀跡など城館跡関連の

遺構が検出され、関連が考えられる。遺跡の範囲で

ある方形部分だけではなく、時期によってはもっと

広い範囲が中世に使用されていた可能性もある。

　調査は、遺跡の南側を東西方向に細長く横断し

て行われた（第２図）。調査区は、東側から１区、

２区、３区と現在の生活道路によって便宜的に分

割されている。

　中世の遺構は、２区の西側と３区から主に検出

された。特に３区では、遺構が密集して検出され

た。３区西側には、幅約６ｍ、深さ２ｍの平行す

る２条の堀跡が南北方向に掘削され、密集する遺

構は堀跡の内側から検出された。遺構の検出面は、

堀跡の西側と比較し低かった。基本土層を比較し

たところ、全体に20～ 30㎝程掘削されていた

ことがわかった。千葉県内の城館跡でも同様な例

が見られ、館の造成時に整地されていたと推定さ

れる。遺構の種類は掘立柱建物跡、井戸跡、地下

式坑、埋蔵銭、土壙、柱穴などである。柱穴は重
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複して数多く検出され、規模が大きく、柱痕が残

るものも多かった。建物の建て替えが複数回行わ

れていたと考えられる。

２　埋蔵銭関連遺構について

　埋蔵銭に関連する遺構については、埋蔵銭が埋

設されていたと考えられる遺構が４基、埋蔵銭を

取り出すために掘られたと考えられる土壙が２基

検出された（第３図）。

　遺構は、堀の内側の遺構群の西端からまとまっ

て検出され、堀と掘立柱建物群との間に位置して

いる（第２図）。

　埋蔵銭の内、第１、２、４号埋蔵銭は、検出当

初は井戸跡として調査された。

　井戸跡周辺であったことや、深く円筒状に掘削

された様子から、掘削が途中放棄された井戸跡と

していた。

　その後、第３号埋蔵銭が発見された段階で、そ

第１図　周辺の城館跡（公益財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団 2020）
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第２図　新井堀の内遺跡全体図・埋蔵銭関連遺構（埼埋文 2020）
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れらの遺構について見直しを行い、第１、２、４

号埋蔵銭としたものである。

　埋蔵銭は、建物の床下に埋められていた可能性

もある。第４号埋蔵銭の周囲からは、掘立柱建物

が検出されているが、第１～３号埋蔵銭の周辺か

らは明確な建物は検出することはできなかった。

　第１～３号埋蔵銭の周囲には、規模の大きい性

格不明土壙が多く検出されており、何らかの関連

があった可能性がある。

　第１～３号埋蔵銭は、南北方向に並んで検出さ

れた（第３図）。第１と２号埋蔵銭はやや離れて

いるが、第２と３号埋蔵銭は近接しており、壁面

が重複している。

　第１号埋蔵銭は、埋蔵銭の中で最も掘削深度が

浅かった。覆土上層から多量の常滑甕破片が出土

し、第２号埋蔵銭の底面から検出された常滑甕口

縁部破片と接合された。遺構がある程度埋まった

段階で、甕が遺構内に廃棄されていることから、

復元された甕は、第２号埋蔵銭で使用されていた

容器であった可能性が高い。遺構の底面は、精査

したところ、中央に浅い窪みがあることがわかっ

た。第３号埋蔵銭の常滑甕容器でも底部分の重み

のため、底面に同じような窪みが検出されており、

これと同様の痕跡であると推定される。

　第２号埋蔵銭は、平面形はほぼ円形であるが、

断面から壁面が何段階かに分かれて掘られている

ことが観察された。底面近くが最も狭くなってい

る。底面中央には、第１号埋蔵銭から検出された

甕と同一個体の甕の口縁部が検出された。

　第２号埋蔵銭に連結された第57号土壙は、第

２号埋蔵銭の甕を取り出すために掘削されたと考

えられる。第３号埋蔵銭でわかるように、埋蔵銭

遺構は容器がぎりぎり入る規模で掘削されている

ため、取り出すための足場が必要であった。第６

図は、第２号埋蔵銭の容器と推定される復元した

常滑甕を入れ込んだものである。第57号土壙は、

平らに0.9ｍほど掘り進み、その後第２号埋蔵銭

に向けて斜めに掘削している。報告では試掘抗の

可能性に触れたが、その機能も兼ねていたと考え

られる。第57号土壙の掘削は、近世の段階であっ

た可能性もある。そのため、中の銭貨が錆びて塊

となってしまい、その場で甕を打ち割って銭貨を

取り出したため、割れた甕の破片がすぐ横の第１

号埋蔵銭内に廃棄されたとも考えられる。

　第３号埋蔵銭は、第57号土壙の土層断面の精

査中に見つかった。土層精査中に、地山の壁面と

考えられていた部分が、ブロック状に崩れること

がわかり、埋土であったことが判明した。第57

号土壙底面下のロームブロックを掘り進んだとこ

ろ、薄い黒褐色土層があり、その直下から緑泥片

岩製の円形板石が検出された。しかし、周辺は地

山に見える硬くしまったロームが広がっていたた

め、ロームで埋められた土壙の底面に置かれたと

考えた。ところがその円形の板石が、府中市で検

出された埋蔵銭の石蓋と同じ形状であることがわ

かり、板石の下に銭貨が入った甕が存在する可能

性が指摘され、その下に埋蔵銭容器が埋められて

いたことがわかった。第３図　埋蔵銭関連遺構（埼埋文 2020）
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第４図　第１～３号埋蔵銭・第 57号土壙（埼埋文 2020）
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　第２号埋蔵銭と第３号埋蔵銭は、並べるように

埋設されていた。第６図の埋蔵銭埋設推定図から

わかるように、あまりに近いため、間が繋がって

しまっているが、同時期に埋設されたのか、新旧

関係があったかについては、第２号埋蔵銭を取り

出すために掘削された第57号土壙のため不明で

ある。

　第４号埋蔵銭は、残された穴の形状が他の埋蔵

銭と同様で、地表面から２ｍ近く掘削されている。

第２号埋蔵銭と同様、連結する第54号土壙が検

出された。埋蔵銭を取り出すための足場と考えら

れる。重複する中世の柱穴が、土壙が埋め戻され

た後に掘り込まれている様子から、第４号埋蔵銭

は中世の段階で掘り出されたものと考えられる。

　第３号埋蔵銭の出土状況でわかったことは、遺

構確認面から約２ｍ深く掘られた土壙内に容器を

設置した後、１ｍ以上に亘って、地山にカモフラー

ジュするようローム土が埋められていたというこ

とである。

　つまり、見た目ではどこに埋めたかはわからな

いよう工夫していたのである。これらが建物の床

下などに埋設されたとしても、建物が失われてし

まうと、その正確な位置はわからなくなってしま

う。しかしながら、第２号埋蔵銭は埋設後かなり

時間が経過してから掘削されていることから、掘

削した者はその位置を何らかの方法で知っていた

と思われる。

　では何故、第３号埋蔵銭のみが残されたのか。

その存在自体が、わからなかったという可能性も

あるが、近世に掘削された第２号埋蔵銭から取り

出された銭貨が、当時の貨幣流通にそぐわないこ

第５図　第４号埋蔵銭・第 54号土壙（埼埋文 2020）

第６図　埋蔵銭　容器埋設状況推定図
（埼埋文 2020 一部改変）
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とがわかり、そのまま放置されたのではないかと

も推察できる。

３　埋蔵銭出土遺物について

　ここでは、埋蔵銭に関連する遺物について、考

えていく。

　第７図１は第１号埋蔵銭から出土した常滑焼の

大甕である。前項でも触れたように、第２号埋蔵

銭の容器として使用されたものが、壊されて廃棄

されたものと考えられる。口縁部は幅広い縁帯を

形成し、常滑編年９型式（1400～1450年）の

特徴を備えている。頸部下位と肩部直下に巡って

いる押印は、縦線文に「×」文の組み合わせで、

中央に横線が一条入るタイプで、Cb1類に分類

される（愛知県史編さん委員会2012）。遺物を

接合する段階で、内面の底面と胴部上位を中心に

布の痕跡が付着していることがわかった。この痕

跡については、自然科学分析を行ったところ、そ

れ自体が圧痕であり、布の繊維本体は残存してい

ないことがわかった。残された圧痕から推測され

た繊維は、カラムシなどのイラクサ科の繊維か、

アサである可能性が高いとされた。布圧痕から、

放射性炭素年代測定が行われ、15世紀前半から

中ごろの暦年代が示された。底面のほぼ中央部に

僅かながら緑青が確認され、銅銭が入れられてい

た痕跡と思われる。

　第８図は、第３号埋蔵銭から出土した遺物であ

る。１は埋蔵銭を収めた常滑焼の大甕である器形

が片方によって若干潰れ、肩部や口縁部に歪みが

生じている。第７図１に比べ、低平な印象が強い。

口縁部は幅広の縁帯が巡り、典型的な常滑９型式

の特徴を備えている。押印は肩部の上と下と合わ

せて２段確認される。同じ意匠のもので、縦線文

の間に三重の亀甲文が３つ配された構成である。

甕には欠損や補修痕が認められ、埋蔵銭容器とし

て用いられる前に何らかの用途で使用されたもの

と考えられる。補修痕は、内外面に認められ、器

面に生じたヒビを覆うように布を当てたものであ

り、これを器面に接着させている。第７図１と本

資料は、胴部径が90㎝程度にもなるが、このサ

イズの常滑焼甕は出土例がかなり限られている。

関東地方では神奈川県の鎌倉地域や国府所在地の

東京都府中地域に集中し、他に東京湾沿岸地域で

点々と出土している（白石・村山2011）。第９

図は、埋蔵銭の容器として使用された常滑焼の大

甕を集成したものである。１、２は本遺跡の第３

号埋蔵銭、第１号埋蔵銭、３は鴻巣市出土の舟

塚の古銭と甕、４、５は武蔵府中大量出土銭１・

第７図　第１号埋蔵銭出土遺物（埼埋文 2020）

第 1号埋蔵銭 布圧痕
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２、６は鎌倉市浄智寺下遺跡出土常滑大甕である。

甕の時期は、１～４が15世紀前半、５は４より

やや古い様相を持っている。６は14世紀前半で

ある。２以外は埋設当時の銭貨がそのまま残っ

ていたもので、３が発見当時で約４万枚（栗原

1987）、４が60,026枚、５が90,427枚、６が

18万枚ほどである。最も新しい銭貨が、１、２、

６が永楽通寳（初鋳1408年）、３が咸淳元寶（初

鋳1265年）、４、５が朝鮮通寳（初鋳1423年）

で、甕の時期の順と、埋設銭貨の時期順が合って

いないことがわかる。つまり、埋蔵銭に使用され

た常滑甕は、埋蔵銭容器として新たに手配された

ものではなく、長い年月使用された中古品が使わ

れていたと考えられる。

　２は常滑焼甕の蓋として用いられた石蓋であ

る。石質は良質な緑泥片岩で、色調は緑灰色、微

細な磁鉄鉱を含む。重量は19.5㎏である。実測

図の上・下は、出土状況の上・下と一致させてい

る。上面には全体的に押し削り痕といわれる工具

痕が認められる。押し削り痕は武蔵型板碑の背面

に多くみられ、平ノミの頭を玄能（ハンマー）で

叩くことにより形成されるものと考えられる（村

山2019）。押し削り痕が密な部分は、石材面が

周囲より高く、全体でも厚手の部分であった。高

まりを削り、面の高低のバランスをとることを意

図した加工である蓋然性が高い。側縁部は叩打に

よって円形に成形されており、打ち欠きによる剥

離は上面のみに認められる。なお、ノミ幅は上下

面とも1.0㎝程である。側縁に沿った部分には、

縁から７～15㎜程離れて、円形に罫書き線が残

されている。罫書き線の直径は62.5㎝である。

最終的には罫書き線より概ね一寸分大きく成形さ

れている。なお、石蓋を外した際、下面に銭貨が

一枚貼りついていた。当初は石蓋に接する高さま

で銭貨が詰められていたものが、沈降したものと

推定される。

　緑泥片岩製石蓋はその形状や重量などから、木

の蓋などと同様に、開閉する蓋として使用された

ものではないことは明らかである。蓋を閉めたら

そのまま開けることがない前提で製作されたと考

えられる。地中に埋設された甕の蓋として使用す

ることが前提の製品であった可能性が高い。蓋を

閉めた後、土で埋められても内部に土が流れ込ま

ないようするためである。従来の用途については、

甕棺墓の蓋として製作されていたとも考えられ

る。しかし、出土例がごく少ないため、その需要

方法や流通方法については不明である。第10図

は、緑泥片岩製石蓋の集成図である。図から、１

～３のサイズと、４、５のサイズと２種類のサイ

ズがあったことがわかる。資料が少ないため断言

はできないが、石蓋の製作場では、ある程度の既

製サイズがあった可能性が考えられる。３は府中

市の大量出土銭甕の蓋として使用されたものであ

るが、口の大きさに合わないため、石蓋を打ち割っ

て重なり合わせて大きさを調整している。それぞ

れ甕の口縁部の大きさに合わせて、石蓋製作を発

注しているのならこのようなことは起きなかった

と考えられる。

　３は木簡である。木簡は、口縁部から検出され

た。文字が横となる方向で、左端が口縁に掛けら

れ石蓋に押さえられた状態で見つかった。

　樹種については、非破壊での分析ができないた

め不明である。縦75㎜、幅79㎜、厚さ１㎜の

ほぼ方形で、下端の繊維がやや腐食するが、全体

の形状を留める。表面の墨書は「三月□□（日ヵ）

／いのとし／二百六十／くわん□□」（原文縦書

き）と判読される。内容は、埋蔵銭の蓋を閉じた

時点の年月日と内容量であると推定される。つま

り、年月日は亥年の三月□日、銭貨の量が260

貫であったということである。

４　第３号埋蔵銭に埋設された銭貨の量

　第３号埋蔵銭が出土した当時から問題となって

いたのは、常滑甕内の実際の銭貨量である。木簡
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第８図　第３号埋蔵銭出土遺物（埼埋文 2020）
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に記述された260貫が内容量を伝えているとす

れば、１貫が、1000文であることから、26万

枚の銭貨が入っていることとなる。

　当時の１文銭は、100文を１緡としてまとめ

られており、その10緡分が１貫とされている。

第３号埋蔵銭も、表面のバラバラに散っていた銭

貨を取り上げると、その下からは緡になった状態

で銭貨が検出された（第８図）。緡は、銭貨の孔

に藁などでできた紐を通してひとまとめにしたも

のである。第３号埋蔵銭でも紐を通して、緡状に

銭貨をまとめている。整理では、表面に散ったバ

ラバラの銭貨と、残りの良い２緡分を取り上げて

調査している（第１表）。

　銭貨は当時、省百法という商慣習により、１

緡は97枚を綴って、100文と見なしていたとさ

れている（本郷2013）。実際、取り上げた第１、

２号緡銭もそれぞれ97枚ずつが綴られていた。

　それからすれば、納められた260貫の実数は、

１文銭が25万２千２百枚分となる。それだけの

量が入っているとすれば、単体の甕内から出土し

第９図　埋蔵銭使用常滑焼甕（埼埋文 2020）

1 蓮田市新井堀の内遺跡第3号埋蔵銭出土甕

2 蓮田市新井堀の内遺跡第 1号埋蔵銭出土甕

3 鴻巣市指定文化財舟塚出土甕

4 府中市武蔵府中大量出土銭 1出土甕

5 府中市武蔵府中大蘊出土銭2出土甕

6 鎌倉市浄智寺下遺跡出土甕

0 20cm 
| | |,. 1 6 
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た銭貨量としては、現状では日本で一番多い。

　しかし、発見当時の状態で保存する観点から、

甕内の銭貨は取り出さないため、それを証明する

ことは難しい。とはいえ、内容量を確かめること

は、今後第３号埋蔵銭を研究するうえで、大切な

ことである。

　そこで、整理作業では、常滑甕ごと重量を量っ

ている。計測の結果、重量は963キログラムで

あった。

　当時流通していた渡来銭は、種類が多く大きさ

も様々であったが、平均して3.5グラム前後とさ

れている（本郷2013）。第３号埋蔵銭内の銭貨

は錆びており、それをそのまま使用することがで

きないため、取り上げた緡銭から類推してみる。

　第１号緡銭は、97枚で349.5グラム、第２号

緡銭は、97枚で343.5グラムであった。２つを

平均すると、346.4グラムで、１貫はその10倍

の3.464キログラムとなる。それが260貫入っ

ているとすると、その260倍で900.64キログ

ラムが銭貨の重量であったと推定できる。

　全重量が963キログラムであることから、常

滑甕の重量を差し引いても、銭貨が900.64キロ

グラム分入っていることは可能である。実際に確

かめられないため、確実ではないが、木簡の記述

第10図　緑泥片岩製石蓋（埼埋文 2020）

表裏
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1 久喜市佐間小草原遺跡出土石蓋

2 府中市武蔵府中大量出土銭 1出土石蓋

3 府中市武蔵府中大量出土銭2出土石蓋

4 蓮田市新井堀の内遺跡第3号埋蔵銭出士石蓋

5 東松山市代正寺遺跡出土石蓋
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のとおり260貫が、常滑甕に納められた可能性

は非常に高い。

５　第３号埋蔵銭にどのように納められたのか

　前項で、指摘したように第３号埋蔵銭内には、

260貫の銭貨が納められていた可能性が高い。

では、それらの銭貨は、どのように常滑甕に入れ

られたのだろうか。

　10緡で１貫の銭貨は、どのような状態であっ

たのだろうか。13世紀末に書かれたとされる『一

遍聖絵』内に、緡銭状態の銭貨が掘り出される様

子が描かれている。それには、緡と緡が結ばれ、

掘り出された緡が輪のようになって描かれている

（本郷2013）。つまり、１貫は10緡分を結んで、

輪のようにしていたと考えられる。

　また、京都の市中と郊外の様子を、17世紀初

め頃に描かれたと考えられる洛中洛外図（舟木本）

には、金融業を営む店先に座る男の後ろの棚に、

第１表　第３号埋蔵銭出土銭貨一覧表
第１表　第３号埋蔵銭出土銭貨一覧表
第３号埋蔵銭一～三面 第１号緡銭 第２号緡銭

銭貨名 枚数 銭貨名 枚数 銭貨名 枚数

開元通寳 621 唐 27 開元通寳 621 唐 4 開元通寳 621 唐 5

乹元重寳 758 唐 4 乹元重寳 758 唐 1 光天元寳 918 前蜀 1

唐國通寳 959 南唐 2 太平通寳 976 北宋 1 淳化元寳 990 北宋 1

太平通寳 976 北宋 3 至道元寳 995 北宋 3 至道元寳 995 北宋 2

淳化元寳 990 北宋 1 咸平元寳 998 北宋 1 景徳元寳 1004 北宋 4

至道元寳 995 北宋 9 景徳元寳 1004 北宋 2 祥符通寳 1009 北宋 3

咸平元寳 998 北宋 6 祥符元寳 1009 北宋 5 祥符元寳 1009 北宋 1

景徳元寳 1004 北宋 13 祥符通寳 1009 北宋 1 天禧通寳 1017 北宋 2

祥符元寳 1009 北宋 5 天禧通寳 1017 北宋 2 天聖元寳 1023 北宋 4

祥符通寳 1009 北宋 4 天聖元寳 1023 北宋 1 明道元寳 1032 北宋 1

天禧通寳 1017 北宋 8 景祐元寳 1034 北宋 2 景祐元寳 1034 北宋 3

天聖元寳 1023 北宋 8 皇宋通寳 1038 北宋 16 皇宋通寳 1038 北宋 10

明道元寳 1032 北宋 3 嘉祐通寳 1056 北宋 1 至和通寳 1054 北宋 1

景祐元寳 1034 北宋 7 治平元寳 1064 北宋 3 至和元寳 1054 北宋 1

嘉祐通寳 1034 北宋 5 熙寧元寳 1068 北宋 8 嘉祐通寳 1056 北宋 3

皇宋通寳 1038 北宋 35 元豊通寳 1078 北宋 9 治平元寳 1064 北宋 1

嘉祐元寳 1056 北宋 2 元祐通寳 1086 北宋 13 熙寧元寳 1068 北宋 11

治平通寳 1064 北宋 1 紹聖元寳 1094 北宋 5 元豊通寳 1078 北宋 10

治平元寳 1064 北宋 5 聖宋元寳 1101 北宋 2 元祐通寳 1086 北宋 1

熙寧元寳 1068 北宋 27 政和通寳 1111 北宋 2 紹聖元寳 1094 北宋 5

元豊通寳 1078 北宋 43 淳祐元寳 1241 南宋 1 元符通寳 1098 北宋 7

元祐通寳 1086 北宋 16 洪武通寳 1368 明 3 聖宋元寳 1101 北宋 2

紹聖元寳 1094 北宋 14 永楽通寳 1408 明 10 政和通寳 1111 北宋 3

元符通寳 1098 北宋 5 景□元寳 1 宣和通寳 1119 北宋 1

聖宋元寳 1101 北宋 11 合計 97 洪武通寳 1368 明 4

大観通寳 1107 北宋 6 永楽通寳 1408 明 7

政和通寳 1111 北宋 10 □平元寳 1

宣和通寳 1119 北宋 2 □□元寳 1

紹熙元寳 1190 南宋 1 □□□寳 1

嘉泰通寳 1201 南宋 3 第３号緡銭 合計 97

開禧通寳 1205 南宋 1 銭貨名 枚数

嘉定通寳 1208 南宋 1 開元通寳 621 唐 1

淳祐元寳 1241 南宋 1 天禧通寳 1017 北宋 1

景定元寳 1260 南宋 2 至和元寳 1054 北宋 1

洪武通寳 1368 明 12 嘉祐通寳 1056 北宋 1

永楽通寳 1408 明 30 元豊通寳 1078 北宋 1

元□通寳 1 元祐通寳 1086 北宋 2

□□元寳 1 紹聖元寳 1094 北宋 1

□□□寳 1 政和通寳 1111 北宋 1

不明 4 永楽通寳 1408 明 1

合計 340 合計 10

初鋳年・国 初鋳年・国 初鋳年・国

初鋳年・国



―103―

縄をかけて梱包した緡銭の塊が描かれている（広

島県草戸千軒町遺跡調査研究所1994）。

　このような状態で検出された例として、草戸千

軒町遺跡が挙げられる（第11図）。土坑内から

大量の銭を埋蔵した甕（SX3300）、流路（SD978）

から一括銭（銭塊）が出土している。甕（SX3300）

の埋設時期は、13世紀前半以降、流路（SD978）

の一括銭（銭塊）は、14世紀前半以降とされて

いる（広島県草戸千軒町遺跡調査研究所1994）。

　第11図は、緡銭の状態を復元したものであ

る。甕（SX3300）の銭貨は、10緡を繋げた一

貫を一緡ごとに折り曲げ、さらに藁縄で周囲を

縛って梱包し、甕に納めたと復元している。また、

SD978の一括銭（銭塊）は、一貫を５個集めそ

れぞれ一緡毎に折曲げ、小口を揃えて藁紐で周囲

を縛っていたとして復元している。SD978の一

括銭（銭塊）については、紐で縛る前後に薦また

は筵で包まれていたとされている。

　第12図は加須市（旧騎西町）騎西城跡出土の

16世紀後半の薦入り銭貨である（騎西町教育委

員会2005）。銭貨の運搬は、このように薦や筵

などに包まれていたのではないだろうか。

　前項で示したように、１貫が約3.5キログラム

とすれば、５貫で約17.5キログラム、10貫で

約35キログラムとなる。持ち運びには、10貫

分では重く、草戸千軒町遺跡SD978のように、

５貫包みの方が便利と考えられる。

　新井堀の内遺跡第１号埋蔵銭の、常滑甕内面に

は、底面と胴部上位を中心に布の痕跡が付着して

残っていた。内面壁に緑青や銭貨の痕跡がほとん

ど認められなかった。第３号埋蔵銭内の銭貨が錆

びて緑青が吹いていたことからも、銭貨がそのま

ま入っていたとすれば、銭貨と触れる内面壁には、

銭貨の緑青の痕跡が顕著に残るはずである。現に

第９図３の舟塚出土甕の内面壁には、銭貨の緑青

の痕跡が残されている。つまり、第１号埋蔵銭内の

第11図　草戸千軒町遺跡出土一括銭（広島県草戸千軒町遺跡調査研究所 1994）
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銭貨は、布圧痕跡が残されていることからアサ布

等に包まれて銭貨が入れられていたと考えられる。

　以上のことから、第３号埋蔵銭内銭貨がどうよ

うに納められたのか考えていく。

　銭貨は、その量から常滑甕が土壙内に設置され

た後に入れられたと考えられる。甕の器高は75

㎝で、狭い竪穴に降りて銭貨を１貫ずつ底から敷

きつめることはほぼ不可能である。第１号埋蔵銭

で推定したように、梱包された塊ごとに入れたと

思われる。また、先述したように持ち運ぶための

塊は、５貫分であった可能性が高い。木簡の記述

とおりであるとすれば、５貫が52セット分必要

であったと考えられる。

　しかし、石蓋を開けた状態で残された銭貨の様

子からは、塊状になった様子や、布等の痕跡は見

られなかった。口縁近くについては、梱包を解い

て１貫ずつ敷きつめなければ、銭貨が納まりきら

なくなったと推測される。よく観察すれば、10

緡分の単位が特定できる可能性があるが、整理作

業当時はそこまで特定することができなかった。

最後に石蓋が閉まらなくなったらしく、最上面に

は緡をばらして銭貨が散っていた。

　260貫を納めることは、予め決まっていたか

どうかは不明であるが、当時は大きな単位が10

貫であったと考えられため、10の倍数分を納め

ることは決まっていたと思われる。

６　埋蔵銭が埋められた年代について

　第３号埋蔵銭が埋設された時期については、報

告書に記載されたとおりである。常滑甕の年代

15世紀前半、最も新しい銭貨である永楽通寳の

初鋳年（1408年）、緡紐や漆布の年代測定結果

を総合して、15世紀中頃から後半の間とした。

この年代幅の内、どの時点で埋設されたかについ

ては、木簡の記載からある程度推定できる。

　前述したように、木簡には「いのとし」と記さ

れていた。15世紀中頃から後半の間の亥年は、

嘉吉３年（1443年）、康正元年（1455年）、応

仁元年（1467年）、文明11年（1479年）、延

徳３年（1491年）である。

　上記亥年のうちの１つが、埋設された年代とな

る。

７　当時の時代背景と埋設された時期

　ここでは、前項で示した亥年のうち、どの年代

が最も近いかを当時の時代背景から考えていく。

　上記の亥年のうち、歴史上有名な年は応仁元

年（1467年）である。応仁の乱が起こった年で、

京都で起きた戦乱がやがて全国的な戦国時代へと

発展していく端緒となった乱である。

第12図　騎西城跡　障子堀出土薦入り銭貨（騎西町教育委員会 2005）゜
19cm 

1:4 
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　ここで、改めて新井堀の内遺跡の埋蔵銭の性格

を考えていく。

　第３号埋蔵銭の常滑甕に納められた銭貨の量

は、全国一とも言える量であった。そして、埋め

た年月日と銭貨量を記述して石蓋で閉じた常滑甕

は、地中深く埋められ、埋め戻される時には地山

と同じ土を使用し、埋められた穴が見た目ではわ

からないようにしていた。つまり、埋められた大

量の銭貨は、いつでも取り出せる状況ではなく、

有事に備えると共に、隠匿したと考える方が自然

であると考えられる。大量の銭貨を隠匿しなけれ

ばいけない程、この地域が乱れた状況であった年

代はいつであったのだろうか。

　応仁の乱の年は、京都で戦乱が繰り広げられた

のであり、関東との関係は薄いと考えられる。

　では、この地域が乱れ、地中深く銭貨を隠す必

要に迫られたのは、いつであったのだろうか。

　ここで注目されるのは、「享徳の乱」である。

享徳の乱は、享徳３年（1454年）に鎌倉公方で

ある足利成氏が関東管領上杉憲忠を暗殺したこと

から起こる、足利成氏と上杉氏との24年間に亘

る戦いである。

　享徳３年（1454年）12月に上杉憲忠を暗殺

した足利成氏は、翌年の康正元年（1455年）１

月には鎌倉を発ち、その月の内に府中市分倍河原

で上杉軍と全面戦争を行い、それに足利成氏が勝

利すると、敗走する上杉方を追って２月に熊谷市

村岡に到着し、３月には古河に入り、上杉氏勢力

との長い戦いが続けられることになる。この古河

に入って以降、足利成氏は古河公方と呼ばれるよ

うになった。古河は以降、５代にわたり関東足利

氏の本拠地となるのである。

　亥年である康正元年（1455年）こそ、前年の

暮れに起こった暗殺から引き続き、関東全域に突

然戦乱が起こった年となる。

　新井堀の内遺跡が所在する蓮田市は、当時は扇

谷上杉氏の勢力範囲であったと考えられる。とこ

ろが、前述した分倍河原の戦いで当主である扇谷

上杉顕房が戦死しているのである。そのような混

乱の中、埋蔵銭が埋められたとも考えられる。

　また、当遺跡は古河公方側が山内上杉氏と扇谷

上杉氏を分断するうえで重要な地域で、古河公方

側の勢力はたびたび元荒川まで及び、元荒川のす

ぐ東に立地する当遺跡は、古河公方勢力が元荒川

を越すことを防ぐ重要な場所であった可能性が高

い。第13図は、長禄年間（1457～ 1460年）

ころの、古河公方と両上杉氏の勢力図である。遺

跡が立地している地域が、両勢力の中間地である

ことがわかる。

　以上から、大量の銭貨を隠匿した「いのとし」は、

康正元年（1455年）の可能性が高い。木簡には、

いのとしの後に三月と書かれ、それは足利成氏が

古河に入った月であることから、一刻の猶予がな

かったことをあらわしているとも言えるのではな

いだろうか。

第13図　古河公方と両上杉氏の勢力図
（長禄年間ころ）（埼玉県 1993 一部改変）

扇谷上杉持朝 ／バ：企台 干葉氏
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おわりに

　報告書を刊行した時点では、埋蔵銭の持ち主に

ついては、館の主と伝わる野口氏が岩付太田氏で

ある太田資正に仕えてきたと伝わることから、年

代的に祖先である太田道灌に関わる可能性を考え

てきた。しかし、埋められた年が、康正元年（1455

年）とすれば、太田道灌はまだ家督を譲られる前

で、岩付城も築城されていない。

　銭貨が大量であることから、埋蔵銭の持ち主が

相応の地位であったことは確実である。そうであ

れば、直接的に扇谷上杉氏に関わる可能性も考え

られる。

　遺跡はごく一部分しか調査されておらず、その

全容は不明である。今後調査が進めば、館の性格

が明らかになり、埋蔵銭についてもその意味合い

が解明されるかもしれない。

註１� 大量に埋められた銭貨については、呪術的・宗教

的な埋納物という考え（埋納銭と呼称）と、何

らかの財産保全のために埋蔵されたという説（備

蓄銭と呼称）がある。埋納銭や備蓄銭の呼称は出

土銭の性格を示す。中立的立場をとるため、報

告書（埼埋文 2020）と同様、「埋蔵銭」という

名称を用いる。
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